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配点は [1]から順に 15 × 2, 15 × 2, 40点です．平均点は 45.5点，最高は 95点 (1
人)でした．
これで半分以上来ているので，期末テストについて少し書きます．単位を取るた

めにはこれまでの問題例で言うと，次の問題程度はちゃんとできるようになって期末
テストを受けてほしいと思います．

(3) [1], [3];(4) [1], [2]; (5) [1]; (6) [1], [3]; (7) [1]; (8) [1]
(これは，同じあるいはそっくりの問題が出ると言う意味ではありませんから誤解

しないでください．)以下，今回の略解です．

[1] (1) z = x + iy (x, yは実数)と書くと，ez = ex(cos y + i sin y)になる．実部と
虚部に分ければ，これが 1になるためには，ex ̸= 0より，y = nπ (nは整数)が必要
である．この時，cos y = ±1だから，ex = ±1となり，x = 0, y = 2nπ (nは整数)
を得る．これが必要十分条件なので，z = 2nπi (nは整数)である．

(2) sin z =
eiz − e−iz

2i
だから，これが 0になるということは，eiz = e−iz，つまり

e2iz = 1である．(1)より，答えは z = nπ (nは整数)である．

[2] (1) tanxの微分は
1

cos2 x
だから，逆関数の微分をして，y = arctan xのとき
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となる．

(2) 右辺のべき級数の収束半径は 1である．よって，−1 < x < 1の範囲で項別微
分を行って，(
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= 1 − x2 + x4 − x6 + x8 − · · · =
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である．これより，−1 < x < 1の範囲で，
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3
+

x5

5
− x7

7
+

x9

9
− · · ·

(cは定数)となり，x = 0を代入して c = 0がわかるので，問題の等式を得る．
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を示せばよい．0 < x < 1 のとき，x − x3
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であるから，まず計算して，
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を得る．次に，
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なので，証明が終わる．

[1] (1)では，ex(cos y + i sin y) = 1をどう処理しているのか曖昧なものがめだち
ました．(1), (2)ともべき級数からいきなりやろうとしてもほとんど無理です．

[2] (2)は，Taylor展開でやろうとすると，まず n回微分していくのがそれほど簡
単ではなく，さらに剰余項→ 0の証明がけっこうやっかいです．

[3]は，後半は cos
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をチェックするというのもあって，こっちの方が計算
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をきちんと証明した上で使うと言うのもありました．


